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60 30 ◆
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30 ◆ 30

30 ★ ◆ 30

30

30 ◆

30

45

15 ◆ ◆

30 240

30 ◆ ● 30 ◆ ●

30 ◆ ◆

30 ◆ 60

30 ◆ 30

30 30

60 60

60 60

45 ★ 30

15 120

60 ★ ◆ 45

60 ◆ ●

30 ◆

30 ◆

45 ★ ◆

★
※

制作ゼミ (ラジオ)

ボイスドラマ制作

PA基礎

ミキシングテクニック

スキルアップゼミⅡ

伊福部ゼミ 60

MA実習

効果音制作演習Ⅱ

制作ゼミ (アニメ)

アビッド編集

210

ラジオ制作Ⅲ※

エンターテインメント研究※

アニメ音響実習Ⅱ※

リサーチ

ロケーション音声実習

ラジオ制作Ⅱ

ラジオ制作技術

実
習
演
習
科
目

アニメ音響実習Ⅰ

実
習
演
習
科
目

音声収録演習

ケーブル工作

効果音制作演習Ⅰ

Protools実習

ラジオ制作Ⅰ

シナリオ演習

スキルアップゼミⅠ

テレビ音声実習

ビデオ制作

Protoolsシステム

基
礎
専
門
科
目

映像作品研究Ⅰ

基
礎
専
門
科
目

アニメ音響概論

ミュージックソフト研究

ビジネスマナー・コミュニケーション ポップカルチャー

PCリテラシー

就職講座Ⅱ ビジネス著作権

テレビ音声論 フォローアップゼミ

業界特別講座Ⅰ 業界特別講座Ⅱ

音響概論 映像作品研究Ⅱ

音声メディア研究 音楽概論

60

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表　　　放送音響科
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30

※は選択必修科目(1科目のみ取得可)
省令で定める基準授業時数分　提出シラバス授業数合計

省令で定める基準授業時数分　提出シラバス授業時数合計

全設置授業数

全設置授業時数

50

2070

5

180

うち、実務経験のある教員等による授業数

うち、実務経験のある教員等による授業時数

20

870

就職講座Ⅰ 就職講座Ⅲ

番組制作演習※

30

構成台本演習Ⅰ

構成台本演習Ⅱ

コミュニケーション実習



科 目 名 映像作品研究Ⅰ
担 当 教 員 和田　理沙・稲生　力・島津　正二

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 60

授業到達目標  ★視聴者や観客ではなく、クリエイターとしての視点で映像作品を鑑賞する習慣を身につける
 ★レポート作成により、文章力や表現力を高める

授 業 概 要
・

特 徴
多くの優れた映像作品を「音」の演出という視点で鑑賞します。自分の意見や感想等を発表し他者の考えを
聞くことで、クリエイターとしてのセンスや感性を磨き、人に感動を与えるコンテンツ＝ソフトを創るため
の貴重な財産＝引き出しを増やしましょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 鑑賞①
3. 鑑賞②
4. 鑑賞③
5. 鑑賞④
6. 鑑賞⑤
7. 鑑賞⑥
8. 鑑賞⑦
9. 鑑賞⑧
10. 鑑賞⑨
11. 鑑賞⑩
12. 鑑賞⑪
13. 鑑賞⑫
14. 鑑賞⑬
15. 鑑賞⑭

成績評価方法 レポート提出、授業参加意欲等の平常点で評価
使用教科書等 作品資料とレポート用紙を配布
備 考

科 目 名 音響概論
担 当 教 員 稲生　力

授 業 形 態 1年次（通年） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 60

授業到達目標  ★プロとして音で仕事をするために必要な基礎知識を習得する。
 ★スタジオ機材を自分で取り扱えるようになる。

授 業 概 要
・

特 徴
この講座は「音ってなあに」から始まり、基礎となる知識を習得していきます。
日常の生活では、ダビングボタンでワンタッチ、ポータブルオーディオプレーヤーではマウスで転送。
しかし、プロの世界では「機器の接続」「レベル調整」といった「作業」が必要です。
マイクロフォン・ミキサー・スピーカー・レコーダーといった機器の知識をしっかり理解しましょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス（講義内容･目的･成績評価方法等の説明）
2. コネクタの種類
3. ケーブル巻きの練習
4. 人の耳への聞こえ方（聴覚的要素①）
5. 人の耳への聞こえ方（聴覚的要素②）
6. 人の耳への聞こえ方（聴覚的要素③）
7. 機器の接続に必要なケーブルの仕組み①
8. 機器の接続に必要なケーブルの仕組み②
9. マイクロフォンの構造
10. 機器の入出力について
11. SkyStudioのミキサーについて①
12. SkyStudioのミキサーについて②
13. SkyStudioのミキサーについて③
14. 前期のまとめ
15. 前期記述試験

16. ENG用ミキサーについて①
17. ENG用ミキサーについて②
18. B Studioのミキサーについて①
19. B Studioのミキサーについて②
20. B Studioのミキサーについて③
21. パッチベイについて①
22. パッチベイについて②
23. システム系統図について①
24. システム系統図について②
25. エフェクターについて
26. スピーカーについて
27. デジタル音声について
28. Pro Toolsについて
29. 後期のまとめ
30. 後期記述試験

成績評価方法 100点満点として、記述試験70点・授業への参加意欲等の平常点30点で評価を行う。
使用教科書等 音響設備マニュアル2021
備 考



科 目 名 音声メディア研究
担 当 教 員 栗原 学志

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★音声メディアって何？その形は時代で変わっています。これまでの変化を知り、今と比べる事で、何か
が見えてくるのではないでしょうか？音声メディアの歴史や進化の事例に触れ、未来を考える力を身に
つけます。

授 業 概 要
・

特 徴
「音声メディア」や「ラジオ」と一言で言っても、その在り方は時代ごとに異なるものです。その時代にあっ
た形に、リスナーに望まれる形に、常に変わってきています。そんな、これまで様子や進化は、ドキュメン
タリーや映画等にも記録され残っています。この授業では、映像資料にも触れながら、音声メディアの歴史
や現在までの移り変わりを学んでいきます。過去を知ることで、これから生まれてくる誰も知らない新しい
未来の形を想像していきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 全体概要オリエンテーション
2. ラジオとリスナー①「聴いて楽しむだけじゃない？」
3. ラジオとリスナー②「みんなで聴く？1人で聴く？」
4. リテラシーってなに？
5. 新しい企画とは？
6. ラジオの歴史
7. ラジオの役割とは？
8. 演出が進化する瞬間？
9. 音声メディアが映像メディアを超える瞬間？
10. 少人数でも作れる音声コンテンツ
11. 音声メディアの世界におけるイノベーション①
12. 音声メディアの世界におけるイノベーション②
13. 音だけの演出とは
14. みんなで新しい音声コンテンツを考えてみよう①
15. みんなで新しい音声コンテンツを考えてみよう②

成績評価方法 当授業では試験は行いません。レポートを1つ提出していただきます。授業への参加意欲等の平常点50％、レポート50％程度で評価の予定です。
使用教科書等
備 考

科 目 名 業界特別講座Ⅰ・Ⅱ
担 当 教 員 各担当

授 業 形 態 1・2年次（通年） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★プロフェッショナルから業界の最先端を学ぶ。

授 業 概 要
・

特 徴
この講座では、業界のあらゆるジャンルのプロフェッショナルを迎えて最新のトピックやノウハウを学びま
す。自分が興味のあるジャンルだけでなく、今まで知らなかった世界を覗き見て新たな知識を身につけましょ
う。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ラジオディレクターに学ぶ、ジングル作成講座
2. エッセイストに学ぶ、人生における知見の広げ方
3. ラジオCMディレクターに学ぶ、ラジオCMのつくり方講座
4. ラジオディレクターに学ぶ、配信番組で求められていること
5. アニメ音響監督に聞く、アニメ音響制作の現場について
6. PAエンジニアに聞く、ライブエンターテインメントにおける音響の仕事について
etc…その他、さまざまな業界の方をお呼びし、お話をお聞きします。
（不定期開講につき授業開講日時を必ず確認のこと）

成績評価方法 100点満点として、授業感想レポート70点／参加意欲30点
使用教科書等
備 考



科 目 名 就職講座Ⅰ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★経験を振り返り文章にし、自分の言葉で語れるようにする。将来の就業観をイメージできるようにする。

授 業 概 要
・

特 徴
入学したばかりで「就職」と言われても実感が涌かない人は多いのではないでしょうか。この授業では、こ
れまでの経験を振り返り文章で表現し、自分の言葉でのびのびと語ることで、自分について知り、自己理解
を深めた後には自然と自己ＰＲのコツがつかめるようになります。また、業界や職種への知識を増やすこと
で、自分自身の選択肢が多くなります。柔軟な職業観を培い、夢を実現するためのスキルを身につけていき
ます。文章力の向上や自己理解も目的としています。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 業界・職種説明
3. 採用担当者の思考を意識する
4. ビジネスマナー・メールマナー
5. 社会人基礎力
6. 自己分析Ⅰ
7. 自己分析Ⅱ
8. 自己分析Ⅲ
9. 自己分析Ⅳ
10. 履歴書とは
11. 履歴書の左半分(経歴)
12. 企業研究
13. 業界研究
14. 自己PR
15. まとめ

成績評価方法 100点満点として授業内レポート30点、授業への参加意欲等の平常点70点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考

科 目 名 就職講座Ⅱ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★書類作成や面接練習をくり返し就職活動に備える。

授 業 概 要
・

特 徴
企業応募用の書式で履歴書作成を行います。また面接練習を通して面接マナーを身につけ、自由に語ること
のできる素地を作りましょう。憧れの仕事に就くことができるよう、基本的な力を身につけることが目的で
す。どのような職種でも対応できる力が身につきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 履歴書の意味
3. 採用担当者の考え
4. SPIテスト対策
5. 履歴書作成①(志望動機)
6. 履歴書作成②(自己PR)
7. 履歴書作成③(趣味・特技・自由記入欄)
8. エントリーシートについて
9. 面接対策①(面接マナーについて)
10. 面接対策②(個人面接・集団面接)
11. 面接対策③(オンライン面接)
12. ノンバーバルコミュニケーション
13. スーツ着こなしセミナー
14. 面接対策セミナー
15. まとめ

成績評価方法 100点満点として授業内レポート30点、授業への参加意欲等の平常点70点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考



科 目 名 テレビ音声論
担 当 教 員 株式会社ヌーベルバーグ：日本のテレビ番組、イベント系配信の技術（音声、カメラ）において実績のある企業。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義・実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★テレビ音声の役割と仕事に対する心構えを体得させる
 ★テレビ音声の仕事の内容を具体的にどのようなことか理解させる
 ★テレビ音声で使用する機材の扱い方について理解させる
 ★放送での音声の決まり事を覚えさせる

授 業 概 要
・

特 徴
ハイビジョン放送に勝る4K、8K時代が来ている中、音声も映像と同じく日進月歩進化しています。
しかし、その機材を操作するのは一人一人のマンパワーです。
本講義では講師の体験を基にテレビ音声の歴史を顧みつつ機材の正しい使い方や各番組での
音声の役割を勉強してゆきます。
良い音を収録するには人がマイクロフォンを持って音源に近づかなければできないのです
この講義では音声マンのノウハウを細かく説明します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. テレビ放送の業務について
2. ENG取材の音声 Part 1
3. ENG取材の音声 Part 2
4. ENG取材実習
5. ドラマの音声 Part 1
6. ドラマの音声 Part 2
7. 中継番組の音声
8. バラエティ・音楽番組の音声
9. ニュース・情報番組の音声
10. ポスプロ（MA）でのテレビ音声
11. 中継実習　その1
12. 音声調整卓の使い方
13. 期末試験前の総括
14. 期末試験
15. テレビ音声の復習

成績評価方法 期末筆記試験と実技試験の合計を100点満点　試験の総合点を70%評価と平常点を30%評価として期末総合評価とする
使用教科書等
備 考

科 目 名 ビジネスマナー・コミュニケーション
担 当 教 員 内村　佳代子：航空会社にて営業実務に従事後、ビジネスマナー・就職対策の指導を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義・実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★社会生活において重要なビジネスマナーを習得する
 ★ロールプレイングやグループワークにより主体性と協働性を養う
 ★働く上で必要になる相手に伝わるような自己表現力のスキルアップを図る

授 業 概 要
・

特 徴
この授業は学生と社会人との違いを理解し、就職活動や社会人生活に自信をもって取り組めるようにビジネ
スマナー・コミュニケーション力を磨いていく為のものです。そのため、ビジネスのルール、マナーだけで
はなく、自己理解、他者理解の方法を含めてコミュニケーションの取り方、自己表現の仕方まで学んでいき
ます。ワーク・ロールプレイ等で実践を通して気付きを得ることで、ビジネスの現場に限らず、人間関係を
築いていく上で何が大切かを学んでいきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 授業内容と目的、ビジネスマナーの五大要素
2. 人から好かれる第一印象とは（ノンバーバルコミュニケーション他）
3. 良い人間関係を築くための傾聴力
4. 相手に伝わる話し方（プレップ法・ホールパート法など）
5. 敬語の基本（種類と使い方）
6. 電話応対のマナー
7. ビジネスメールの形式と書き方（企業へのメール送信）
8. 訪問のマナー、来客対応
9. 企業訪問のロールプレイング
10. グループディスカッションの進め方
11. ビジネス文書の基本（送付状・封筒あて名の書き方）
12. 総合復習
13. 就職対策マナー　企業が求める人材とは　面接の種類と留意点
14. 面接対策マナー　面接入退室の流れ　好感を持たれる話し方
15. 面接の入退室ロールプレイング　マナー総復習

成績評価方法 100点満点として、復習ミニテスト30点、内容の理解度・習得意欲等の平常点40点、ロールプレイングの取り組み姿勢30点で評価を行う。
使用教科書等 プリントを配布します。
備 考



科 目 名 PCリテラシー
担 当 教 員 大澤　竜哉

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★PCについての知識を習得する。
 ★PCの仕組みを把握し、仕事で活用出来るようにする。
 ★規格を理解し、最適な接続方法でシステム構築出来るようにする。

授 業 概 要
・

特 徴
エンターテインメント業界もデジタル化が進み、様々なものがPCで操作出来るようになりました。
そのためPCは年々「仕事道具」として活用されるようになり、「PC自体」の知識が必要不可欠です。
この授業では、PCの仕組みから各種記録メディア・通信規格と、PCに関連する幅広い知識を習得し、簡単
なトラブルシューティングなら自身で解決出来るようになることを目指します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. PCとは・OS（オペレーションシステム）について
3. PCを構成するパーツ
4. ファイルシステム、データ階層
5. 記録メディアについて①
6. 記録メディアについて②、断片化
7. データの互換性
8. 小テスト
9. 通信規格①
10. 通信規格②
11. サーバーの種類、ネットワーク
12. インターネットとは
13. 配信について
14. まとめ
15. テスト

成績評価方法 100点満点として、平常点30点・テスト50点・習得意欲20点で算出。
使用教科書等 特になし
備 考

科 目 名 ミュージックソフト研究
担 当 教 員 （有）ミントンハウス：FMラジオ局J-WAVEを中心に番組制作に携わっている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★ラジオやテレビ番組の制作にも欠かせない音楽、特に洋楽の最新ヒットから近年の大ヒット曲と音楽史
を彩った歴史的アーティストやグループの知識を修得する。

授 業 概 要
・

特 徴
番組制作をする上で、音楽は演出上欠かす事が出来ないものです。しかし、最近は音楽ジャンルも煩雑になり、
特に洋楽をあまり聴かない学生が増えてきています。J－POPしか聴かない人には、その元ネタが洋楽にあ
るという事実があまりにも多いことに唖然とするでしょう。この授業は洋楽に触れるきっかけを作るだけで
はなく、幅広く音楽を聴く事で音楽的視野を広め、最新ヒットチャートを知ると共に歴史的背景も学べるの
で、「音楽が好き」と自認する人にとっては楽しいものになるでしょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 音楽のDVD鑑賞※今週のヒットチャートとDVDの組み合わせです。
3. 〃
4. 〃
5. 〃
6. 〃
7. 〃
8. 〃
9. 〃
10. 〃
11. 〃
12. 〃
13. 〃
14. 〃
15. 〃

成績評価方法 素点：2割／平常点：8割
使用教科書等
備 考



科 目 名 アニメ音響実習Ⅰ
担 当 教 員 和田　理沙

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★アニメーションにセリフ・音楽・効果音をつけ作品を完成させる。
 ★目を閉じても映像が見えてくる作品を目指す。

授 業 概 要
・

特 徴
アニメにセリフ以外の必要な音をつけ、完成させる。
選曲、効果音選定をグループワークで行う。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス・完成版鑑賞・班分け
2. 計画を立てる・打合せ・効果音探し
3. 効果音探し・セリフ編集
4. 効果音探し・セリフ編集
5. 効果音探し・セリフ編集
6. 効果音探し・セリフ編集
7. 効果音・BGM探し
8. 効果音・BGM探し
9. 効果音・BGM探し
10. 効果音探し・効果音収録
11. 編集作業
12. 編集作業
13. ミックス作業
14. 完パケ前の調整作業
15. 最終調整・作品提出

成績評価方法 100点満点として、作品提出70点／参加意欲 30点
使用教科書等
備 考

科 目 名 音声収録演習
担 当 教 員 島津　正二

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★ディレクター、ミキサー、キャストと様々な立場から音声収録の意味を理解する

授 業 概 要
・

特 徴
音を操るには、様々な立場の考え方を理解しつつ自分の役割を全うしなくてはいけません。
ディレクターとして言葉に対しての意識を高めキャストに対し指示するための基礎を学ぶ。
ミキサー、キャストとしてディレクターの指示に対して+αを引き出す能力を高める。
ディレクター、ミキサー、キャストそれぞれを経験し作品を完成させます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 発音
3. ナレーション収録
4. 台本、原稿の読み込み方、演出プラン、台詞収録
5. 発音、発声、アクセント、イントネーション、BGM、SE
6. アテレコ（アニメ）①
7. アテレコ（アニメ）②
8. アテレコ（アニメ）③
9. アテレコ（アニメ）④
10. アテレコ（アニメ）⑤
11. アテレコ（CM）①
12. アテレコ（CM）②
13. アテレコ（CM）③
14. アテレコ（CM）④
15. 筆記試験

成績評価方法 100点満点として、実技試験40点・技術の習得度30点・授業への参加意欲等30点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを適宜配布する。
備 考



科 目 名 ケーブル工作
担 当 教 員 （株）シーティエス

授 業 形 態 1年次（短期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 15

授業到達目標  ★音声機材の接続に必要なケーブルやコネクターの仕組みを理解し、自分の手で直せるスキルを持つ。

授 業 概 要
・

特 徴
スタジオやロケ、中継先などで突然ケーブルの断線が発生したら、自分の手で修理や補修できるように、コ
ネクターの構造やケーブルの仕組み、半田ごてを使って完成させる方法を学ぶ。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 使用工具について、ケーブルの構造
3. XLRケーブルの製作
4. TRS・TS（標準プラグ）-RCAケーブルの製作

成績評価方法 内容理解度、習得意欲等の平常点
使用教科書等 無し
備 考 ※別途、材料費が必要です。

科 目 名 効果音制作演習Ⅰ・Ⅱ
担 当 教 員 和田　理沙

授 業 形 態 1・2年次（短期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★効果音の収録、制作、構成を行えるようになる。

授 業 概 要
・

特 徴
効果音と一口に言っても、さまざまな種類、手法があります。この授業では、効果音を収録、編集を経て制
作し、作成した効果音を使用して音声構成を行う実習授業です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
※実施時期は、１・２年次の休暇期間です。
※詳細は決定次第、掲示にてお知らせします。
※この科目は、前期履修届の申請で履修決定となります。
後日の取消や変更はできませんので、注意してください。

成績評価方法 100点満点として、課題提出 70点／参加意欲 30点
使用教科書等
備 考



科 目 名 構成台本演習Ⅰ
担 当 教 員 山崎　純：株式会社ブルーマウンテン代表取締役社長・日本放送作家協会理事として作家業務を担っている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★放送に必要な企画・構成・発想力を磨く
 ★テレビ、ラジオを制作する上で、まず、必要となるのが、番組企画です。当講座ではまず企画の立案方法、
基礎的な企画書の書き方を身につけてもらいます。更に、発想力のトレーニング、構成台本の書き方な
どを指導し、業界人としてのスタートラインに立ってもらいます。

授 業 概 要
・

特 徴
授業は、企画書を一人一人プレゼンテーションしていき、それに対した意見・感想・質問などを全員に求め
ます。
また、発想法トレーニングなどでも、「どうしてそう考えたのか」とコメント力を磨いていくのが授業の特
徴であり、常に毎回の講座で、生徒全員参加のスタイルを取ります。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 授業ガイダンス
2. 企画書の書き方①
3. 企画書の書き方②
4. 企画書の書き方③
5. 発想法①
6. 発想法②
7. キャッチフレーズの作り方
8. 企画書発表
9. 企画書発表
10. 企画書発表
11. 番組内容構築法①
12. 番組内容構築法②
13. 番組内容構築法③
14. まとめ
15. テスト

成績評価方法 ①授業への参加意欲等の平常点70点　②レポート（企画書提出）15点　③テスト15点
使用教科書等
備 考

科 目 名 構成台本演習Ⅱ
担 当 教 員 山崎　純：株式会社ブルーマウンテン代表取締役社長・日本放送作家協会理事として作家業務を担っている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★ラジオドラマを書き、構成力を磨く
 ★前期は番組制作の上で最も必要な企画書等の基礎を学びましたが、この授業ではラジオドラマの企画発表をそ
てもらい、そして約10分のシナリオを書いてもらいます。全体としては構成力アップを目指します。また、
作家の立場、ディレクターの立場、音響の立場から、それぞれのポジションから番組の作り方を学んで行きます。

授 業 概 要
・

特 徴
10分間のラジオドラマのシナリオを生徒全員が完成させていきますが、実際にそのシナリオを生徒が声優
となり、授業でシナリオを読んでもらいます。この事により、演者としての側面を持つため、クラス全体が
一体感を持って授業に臨みます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ドラマプロットの書き方
2. プロット発表①
3. プロット発表②
4. プロット発表③
5. プロット発表④
6. シナリオの書き方
7. シナリオ発表①
8. シナリオ発表②
9. シナリオ発表③
10. シナリオ発表④
11. 作品発表①
12. 作品発表②
13. 作品発表③
14. 作品発表④
15. まとめ

成績評価方法 ①授業への参加意欲等の平常点70点　②レポート（ドラマ企画書、シナリオ）30点
使用教科書等
備 考



科 目 名 コミュニケーション実習
担 当 教 員 藤岡　英里：NHK退職後もフリーランスとして活躍しているアナウンサー。実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★スムーズなコミュニケーションを図るコツを習得する
 ★自己表現に自信と楽しさを感じられるよう、スキルアップを図る

授 業 概 要
・

特 徴
毎日幾度となく交わされる会話。相手のことばを、漫然と聞き流していませんか？
また、あなたの伝えたいことは、どのようにして表していますか？
スムーズでポジティブなコミュニケーションを交わすには、コツがあります。
そして、そのコツはこれからの現場で、仕事を楽しく成功させるヒントでもあるのです。
授業では、発声、話し方を含めた演習も行います。
今まで以上に、周囲の人との絆を強いものにしながら、新しい「自分」を発見してください。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 授業ガイダンス・コミュニケーションとは
2. 言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーション
3. 相手の心を開かせる
4. 傾聴
5. 会話から生まれる感情について
6. 自分の思いを伝えるために
7. 質問力について
8. 反論・クレームについて
9. お互いに心地よさを感じるために
10. 呼吸・発声実習ー自分に心地よい声を探る
11. 発音実習－分かりやすい伝え方を探る
12. 取材実習－相手の持つ核心に迫る
13. 自己紹介・スピーチー自らをいきいきと語ってみる
14. まとめ
15. 筆記試験

成績評価方法 100点満点（平常点50点、中間レポート10点、期末テスト40点）
使用教科書等 配布レジュメ
備 考

科 目 名 シナリオ演習
担 当 教 員 里島　美和：日本放送作家協会、日本シナリオ作家協会会員として、映画やドラマの脚本・監督・構成を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（短期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★音声ドラマを作るためのシナリオの書き方を学びます。また、その音声ドラマの基礎となる、映像ドラ
マの書き方も同時に習得することができます。

授 業 概 要
・

特 徴
この講座は、冬期休暇期間内４日間のみ開講する短期集中講座です。各日２コマを単位に２回、計８回の授
業回数に設定しています。
音声ドラマは音のみで構築されますが、視聴者の “脳内劇場” では映像も作られています。よって、映像ド
ラマからシナリオの基礎を学び、その違いを押さえた上で、音声ドラマを書き上げます。
音楽を奏でるには楽譜、家を建てるには設計図が必要なように、ドラマに必要不可欠なシナリオを、違った
視点で捉える事で短期間習得を可能にします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. シナリオは集団を動かす設計図である
2. 映像シナリオの書式と役割
3. ト書きの決まりと実際
4. 時間空間の処理と柱のたて方
5. セリフの役割と音声の使い方
6. 音声シナリオの実際
7. 企画と構成、及び、キャラクター設定
8. 作品の評価と指導

成績評価方法 参加意欲点（8）と素点（92）の合計で、100点満点とする。素点は、課題（音声・セリフ・キャラ・テーマ・構成・アイディアの6ポイントそれぞれ8点で）48点満点と、基本点44点満点の、合計にて評価。

使用教科書等
備 考



科 目 名 スキルアップゼミⅠ・Ⅱ
担 当 教 員 放送音響科職員

授 業 形 態 １年次・２年次（短期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★授業で学んだスキルを活かしてより実践的な音声技術を学ぶ
 ★他セクションの仕事内容を理解し、コミュニケーションの重要性を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
募集イベント（体験入学・春夏イベント）や学園祭（TOHOチャンネル）のスタッフを通して、実践的な音
声技術を学ぶ。また他セクションを担当する学生とコミュニケーションを取り、より円滑なグループワーク
スキルを身につける。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
＊各イベントごとにスタッフを募集します
＊履修登録の段階では選択することができません
＊各イベントごとに説明会を実施予定

① イベントにおけるマイクの選び方、仕込み方（ワイヤレス電波含む）を学ぶ
②回線図の書き方を学ぶ
③ マイクの操作方法（ガンマイクやピンマイク等）を学ぶ
④スタジオワークについて
⑤イベント本番（２回～５回程度参加）

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点
使用教科書等
備 考

科 目 名 テレビ音声実習
担 当 教 員 大澤　竜哉 他

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★テレビ音声の基礎から現場での音声業務を理解させる
 ★番組毎に使用する音声機材の使用方法を習得させる
 ★番組の音声的演出を理解させる

授 業 概 要
・

特 徴
実際にテレビスタジオを使って授業を行います。
テレビ番組制作には多くのスタッフが携わって一つの番組が作られます。
演出意図を反映させるための音声プランが立てられるかが大切な仕事になります。
そのためミキサーやマイクそして他の機器の取扱いを理解し使いこなせる技術が求められます。
そこで実際に取材番組や番組制作を行って、そこから音に対するこだわりを見出しテレビ音声の魅力を基礎
から学びます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス（テレビスタジオの設備とテレビスタッフの構成）
2. 記者会見1（ENG機材の使い方）
3. 記者会見2（ENG取材）
4. ワイドショー1（スタジオ機材の使い方）
5. ワイドショー2（機材の理解）
6. 歌番組1（PA機材の理解）
7. 歌番組2（カラオケとのバランス）
8. 情報番組1（N-1とは）
9. 情報番組2（中継とスタジオの役割）
10. ドラマ1（ブームの使い方と台詞の録り方）
11. ドラマ2（スタジオでの収録）
12. 全国天気リレー1（スタジオと中継）
13. 全国天気リレー2（生中継）
14. クイズ番組1
15. クイズ番組2

成績評価方法 授業態度を30%評価　レポートを40%評価　平常点を30%評価として期末総合評価とする
使用教科書等
備 考



科 目 名 ビデオ制作
担 当 教 員 石原　秀一・瀧澤　将師

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★カメラの操作方法を修得する。
 ★テレビ番組制作の流れを理解する。
 ★「サイズ・アングル・ポジション」「編集のつなぎ」など映像演出に関わることを理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
現在、映像を見れる媒体はテレビからインターネットまで幅広く、様々なコンテンツに溢れています。しか
しどんな映像にもその根幹にある「サイズ・アングル・ポジション」「アクションつなぎ」等、映像演出の
基本は変わりません。この授業では、映像演出の基本から編集方法、テレビ番組制作の流れまでを講義とし
て学ぶと共に、ビデオカメラの操作方法を作品づくりを通し修得していきます。「ラジオ」「アニメ音響」「テ
レビ音声」等、音の仕事を志望している皆さんにとってこの授業を受けることは映像への理解を深めると共
に視野を広くし、自身の可能性を広げることにつながるでしょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. テレビ番組のスタッフ・番組制作の流れ
3. カメラサイズ・アングル・ポジション
4. カメラの取り扱い
5. 課題①説明
6. 課題①撮影
7. 課題①プレビュー・講評
8. カメラワーク・被写界深度/課題②説明
9. 課題②撮影
10. 課題②プレビュー・講評
11. イマジナリーライン・モンタージュ
12. 課題③説明
13. 課題③撮影
14. 課題③撮影
15. 課題③プレビュー・講評・まとめ

成績評価方法 100点満点とし、課題・レポート50点、習得意欲等の平常点50点によって成績評価を行う。
使用教科書等
備 考

科 目 名 Pro Tools実習
担 当 教 員 和田　理沙・島津　正二

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★Protoolsの基礎を学び、編集技術を身につける

授 業 概 要
・

特 徴
Protools は音を目で見ながら編集する、DAW（デジタル・オーディオ・ワークステーション）の世界で標
準的なアプリケーションソフトです。将来、「音」を職業にするならば必須まスキルの一つです。
Mac OSをプラットフォームにしているため、i Macの基本的な操作から学びます。
一枚のCO（アルバム）を元に、一分間のダイジェストメドレー制作と、30秒の映像に音をつける作品制作
を行います。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. Pro Toolsとは
2. i Macの操作方法
3. 編集ツールの使い方
4. 編集をしてみよう
5. 録音の方法
6. プラグインについて
7. ダイジェストメドレー制作①
8. ダイジェストメドレー制作②
9. ダイジェストメドレー制作③
10. ダイジェストメドレー制作④
11. 映像作品制作①
12. 映像作品制作②
13. 映像作品制作③
14. 映像作品制作④
15. 作品提出

成績評価方法 100点満点として、作品提出70点／参加意欲 30点
使用教科書等
備 考



科 目 名 Pro Toolsシステム
担 当 教 員 大澤　竜哉

授 業 形 態 1年次（短期） 必／選 選択 授業形態 講義・実習 取得時間数 15

授業到達目標  ★Pro Toolsのアプリケーションだけではなく、関連機材を含めたシステム全般を理解する
 ★オーディオインターフェースやアプリケーションコントローラーの接続方法を学ぶ
 ★Pro Toolsを操作する上で、より早く作業ができる手法を習得する

授 業 概 要
・

特 徴
Protoolsに触れる機会が授業を通して、これからさらに増えていきます。
その時に、今自分が使っているシステムは何なのか？どこまで出来るのか？を学校の機材を通して学習しま
す。
さらに、実際の現場でのProtoolsの使われ方や起きうるトラブルを知ってもらい、効率よく機材操作が出来
るようにトレーニングします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス、Pro Toolsについて
2. Pro Toolsシステム構築について
3. 便利なショートカットについて、キーボードフォーカスモード
4. 波形編集のコツ
5. トラブル事例、解決方法

成績評価方法 100点満点として、平常点40点、習得意欲30点、レポート30点
使用教科書等
備 考

科 目 名 ラジオ制作Ⅰ
担 当 教 員 清水　綾・島津　正二：ラジオ番組プロデュース、ディレクション、作家や広告プランナーなどを担う実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義・実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ラジオ番組を制作する上で、必要となる基本的なルールや知識を習得。
 ★自由な発想で番組作りができるよう、制作工程や演出方法の基礎を身につける。
 ★スタジオの基本的な操作を習得。

授 業 概 要
・

特 徴
ラジオ制作で聴いた音楽が好きになったことはありませんか？ラジオで怪談を聴いて怖くなって電源を落と
した経験は？思わず番組にメールを送ってみたくなったことは…？音だけのメディアだからこそ、他のメ
ディアより深くメッセージを伝えられることがあります。この授業では、まずラジオの魅力を理解し、番組
を制作する上での心構えやメディアコミュニケーションの手法について学びます。また、ラジオ制作におい
て欠かせないスタジオワークや、ミキサーなどの音響機材の知識と操作も身につけていただきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス。ラジオの特性と魅力。
2.  自己紹介の原稿をつくり発表。人にものを伝える

こと、コミュニケーションについて考える。
3. ラジオに携わる人と役割。番組の制作過程。
4. ラジオの業界用語。基本的ルール。
5. 構成や原稿の作り方。実際の放送と台本をみなが

ら演出について考える。
6. ラジオドラマ演出実習
7. ラジオドラマ演出実習
8. 生放送授業①（説明）
9. 生放送授業①（スタジオ練習）
10. 生放送授業①（スタジオ本番）
11. 生放送授業②（説明）
12. 生放送授業②（スタジオ練習）
13. 生放送授業②（スタジオ本番）
14. 前期まとめの授業、課題提出

1. スタッフの役割、ものづくりの考え方
2. スタジオ機材の使用法
3. Qシートの読み方、レベルチェック
4. 演出とフェーダー操作①

（カットイン～フェードアウト）
5. 演出とフェーダー操作②

（しゃべり、曲紹介とBGレベル）
6. 演出とフェーダー操作③-1

（Qシートに沿った演出とフェーダーさばき）
7. 演出とフェーダー操作③-2

（Qシートに沿った演出とフェーダーさばき）

成績評価方法 習得意欲を重視。課題提出をしたかどうか=40%、実習内容の評価、実習チームへの貢献度=40%、試験代わりの課題の内容=20%
使用教科書等
備 考



科 目 名 ラジオ制作Ⅱ
担 当 教 員 （有）ミントンハウス：FMラジオ局J-WAVEを中心に番組制作に携わっている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★番組企画を立案し人前でプレゼンテーションする技術や能力を養う。グループごとに担当を決めて、ス
タジオに臨むまでのプロセスを学ぶ。各担当毎に各々の作業をスタジオで実践的に進めながら番組を制
作する・・・といった一連の作業を体感する実習授業です。

授 業 概 要
・

特 徴
ラジオ番組の制作に関する基礎的な手順を、実習を中心に学びます。企画書の作成から、収録、編集まで、少
人数制で制作していきます。ラジオは少人数のチームワークで制作が出来る魅力的な世界です。ディレクター
のセンスとアイディアをどこまで形にするのか、そのノウハウを体得していけるような実習でもあります。
人の力と技を100％発揮できる仕事なのです。これからの時代、ラジオというメディアはますます重要になっ
てくると思われます。そんな近い未来のラジオ業界をリードしていく人が、ここから生まれてくることを期
待します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 企画プレゼン～グループ分け
3. スタンバイ
4. 完パケ作業
5. 〃
6. 視聴会
7. スタンバイ
8. 完パケ作業
9. 〃
10. 視聴会～企画プレゼン～グループ分け
11. スタンバイ
12. 完パケ作業
13. 〃
14. 視聴会～総括

成績評価方法 企画書の提出と制作業務の行動内容及び平常点で評価を行う。全3回の企画書は各5点。素点：15点／平常点：85点
使用教科書等
備 考

科 目 名 ラジオ制作技術
担 当 教 員 栗原　学志

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★スタジオの使い方を可能な限り実際に体験し身につけていくスタジオワークの入門編です。フェーダー
を操作して音をミックスできる。簡単なパッケージを完成させられる。そのレベルまでのスキルを習得
します。

授 業 概 要
・

特 徴
PCで組み立てることだけがラジオ番組の作り方ではありません。スタジオで音をバランスよくミックスして
組み立てる。そのスキルは今も大事で、生放送のオペレーションにも繋がります。この授業では、実際に放送
卓を操作して、その技術を身につけます。スタジオ作業は、「体の動き」です。頭に知識だけ蓄えても習得で
きるものではありません。繰り返しスタジオを作業をこなしてスムースな操作を体で覚える。そんな体験をあ
なたにして頂く時間とする予定です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 全体概要オリエンテーション
2. ミキサー・コンソール（卓）を触りまくって覚えよう①　卓の使い方
3. ミキサー・コンソール（卓）を触りまくって覚えよう②　音の録り方、マイクセッティング
4. ミキサー・コンソール（卓）を触りまくって覚えよう③　エフェクトの種類
5. ジングルを作ってみよう①
6. ジングルを作ってみよう②
7. コンテンツ制作実践①「音をミックスしてみよう①」
8. コンテンツ制作実践①「音をミックスしてみよう②」
9. コンテンツ制作実践①「音をミックスしてみよう③」
10. コンテンツ制作実践①試聴、講評
11. コンテンツ制作実践①「かっこいいオープニングを作ってみよう①」
12. コンテンツ制作実践①「かっこいいオープニングを作ってみよう②」
13. コンテンツ制作実践①「かっこいいオープニングを作ってみよう③」
14. コンテンツ制作実践①「かっこいいオープニングを作ってみよう④」
15. まとめ

成績評価方法 スタジオ作業はチームワークです。作業への参加姿勢、意欲を重視します。平常点50％、理解度・修得度50％程度を予定。ペーパーテストは行わず、「コンテンツ制作実践」を試験といたします。

使用教科書等 なし
備 考



科 目 名 リサーチ
担 当 教 員 村田　陽子：フリーライターとしてTV・ラジオ・雑誌等の編集、作詞、トークショーの企画も手掛ける、実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★リサーチ内容をラジオ台本に書く。
 ★専門図書館でリサーチし、ラジオ番組で役立つレポート作成。
 ★取材を通し、社会的マナーとプレゼンの習得。
 ★ラジオの舞台裏を探り、放送禁止用語・声優・音響効果の役割の理解。

授 業 概 要
・

特 徴
番組にリサーチは欠かせません。雑誌の専門図書館・大宅壮一文庫等でリサーチし、ラジオ番組に役立つレ
ポートの作成。自分の誕生日の社会的出来事等をリサーチし、ラジオ台本を書きます。取材を通して社会人
のマナー・パワーポイント等でプレゼンテーション能力も高めます。放送禁止用語・ヤラセの実例を学びます。
ラジオドラマの声優の役割・音響効果・選曲や著作権の知識も深めます。声優やラジオ制作の舞台裏・読ま
れやすいお便りのコツ、宮崎駿監督等の名言も紹介します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 読まれやすいお便りのコツ・芸能人のギャラ・放送文化ライブラリー
2. 放送禁止用語（放送倫理・スポンサーの影響）、超常現象の扱い方・発言が問題になった番組例
3. 視聴率・聴取率・テレビとラジオの舞台裏を描いた番組
4. ラジオドラマの台本・著作権・声優の仕事・音響効果
5. ラジオの台本の書き方
6. リサーチした内容をラジオの台本として書く
7. 大宅壮一文庫・人物リサーチ（ゲスト案やインタビュー、ドキュメンタリーでの活用前提）
8. エントリーシートを書くコツ・宮崎駿監督の制作の心得
9. 放送局の苦情電話の実例・電話のマナー
10. 取材のマナー（依頼状・お礼状の書き方。訪問時のマナー）。クレームになった番組例
11. 街の取材（街のベスト5・食レポの意外な禁句・インタビューのコツ）
12. プレゼンテーション（パワーポイント・動画等）とレポートのコツ
13. ヤラセと演出の境界・謝罪番組の例
14. 声優・脚本家・芸能プロのマネージャーの仕事例
15. OBの活躍と失敗談・東放学園がロケ地協力した例

成績評価方法 100点満点で、大宅文庫レポート35点、ラジオの台本30点、街の取材とプレゼン35点
使用教科書等 プリント等の配布
備 考 取材やリサーチの過程で各自、多少の交通費や経費がかかります。新型コロナの感染状況により、リモート取材になることもあります。

科 目 名 ロケーション音声実習
担 当 教 員 株式会社ヌーベルバーグ：日本のテレビ番組、イベント系配信の技術（音声、カメラ）において実績のある企業。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★音を将来の仕事として志した人に、テレビ番組での音の収録方法を習得させる
 ★音とは何か音の大きさは何かを理解させる
 ★音を録るために必要な機材の操作方法を習得させる
 ★音の素晴らしさを理解させる

授 業 概 要
・

特 徴
テレビ番組に於いて街頭取材は欠かせないコーナーになっています。ニュースやスポーツは今の出来事をカメ
ラによる映像とマイクによる音で放送します。旅番組では良き所の紹介や現地ならではの風俗や習慣を伝える
ために取材が行われます。
ENGとはElectronic News Gathering の略で電気的に情報を集めるということです。従ってカメラとマイ
クを外に持ち出して取材することです。
この授業ではポータブルミキサーの扱い方やマイクの選び方やその性質を学びます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス及びテレビ音声について
2. ケーブルとマイクについて
3. ポータブルミキサーについて
4. マイク、ケーブル、ポータブルミキサーの接続実習
5. ワイヤレスマイクについて
6. 基準信号とは
7. 中間筆記試験
8. 基準信号合わせ実習
9. 対談録音実習
10. Boom（竿）の使い方
11. 録音実習1
12. 録音実習2（外）
13. カメラ、VTRとの接続
14. 実技試験1（前半）
15. 実技試験2（後半）

成績評価方法 中間筆記試験と期末筆記試験の合計を50点満点　期末の実技試験を50点満点　試験の総合点を70%評価と平常点を30%評価として期末総合評価とする
使用教科書等
備 考



科 目 名 アニメ音響概論
担 当 教 員 各担当

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★アニメ音響制作について知る
 ★自身の進路をより具体的にイメージする

授 業 概 要
・

特 徴
日夜、アニメーションの音響制作現場で最新の技術を駆使し働いているプロの方をお呼びしてアニメーショ
ン制作の「いろは」から「アニメ業界の現状」を学び取る。
制作現場において必要不可欠なスキルと知識を身につけグローバルに活躍できる力に繋げる。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ゲスト講師①
2. ゲスト講師②
3. ゲスト講師③
4. ゲスト講師④
5. ゲスト講師⑤
6. ゲスト講師⑥
7. ゲスト講師⑦
8. ゲスト講師⑧
9. ゲスト講師⑨
10. ゲスト講師⑩
11. ゲスト講師⑪
12. ゲスト講師⑫
13. ゲスト講師⑬
14. ゲスト講師⑭
15. ゲスト講師⑮

成績評価方法 100点満点として、授業感想レポート70点／参加意欲30点
使用教科書等 特になし
備 考

科 目 名 映像作品研究Ⅱ
担 当 教 員 和田　理沙

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 60

授業到達目標  ★時間芸術のそれぞれの特徴を知り、視野を広げる

授 業 概 要
・

特 徴
1年次の映像作品研究で鑑賞した「映画」以外の映像作品について取り扱う。
中でも昨今、エンターテインメントを盛り上げている、ライブビジネス。
短い時間で商品や企業PRを伝えるCM・広告。
CM、PV、音楽ライブ、お笑いライブ、演劇、ミュージカル、2.5次元舞台などを収録した映像作品を鑑賞
する授業である。「生もの」と呼ばれる観客をも巻き込む時間芸術を「映像」に残すということについて多
角的な視点から考える。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス・時間芸術の種類について考えよう
2. MV①
3. MV②
4. CM
5. 音楽ライブ①
6. 音楽ライブ②
7. お笑いライブ①
8. 演劇
9. ミュージカル
10. 2.5次元作品①
11. 2.5次元作品②
12. 歌舞伎
13. 宝塚歌劇
14. その他作品①
15. その他作品②

成績評価方法 100点満点として、授業内レポート 70点／参加意欲 30点
使用教科書等
備 考



科 目 名 音楽概論
担 当 教 員 松村　香澄：プロの歌手であり芸能プロダクションで音楽指導も担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★音楽の基礎を習得する
 ★実戦で役立つ間の取り方や、音楽の一般知識を身に付ける
 ★コード（和音）の響きやイメージを理解する

授 業 概 要
・

特 徴
音楽をはじめショービジネスなどのパフォーマンスはタイミングやイメージがとても大切に思われます。
例えば映画のワンシーンでバックに流れるBGMで感動が倍増したり、カメラワークなどでリズム感が大切
になって来ます。ですからこの授業では、直接パフォーマンスする側ではないにしても（又音楽を専門的に
勉強した経験のない方）それぞれのワークをより良い方向へ進める為に音楽の基礎を楽しく学んでいただけ
ればと思っています。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス　この授業でどんな事を学ぶのか？
2. 音の高さを読めるようにしよう
3. 音符と休符の種類①
4. 音符と休符の種類②・リズムトレーニング
5. 演奏する順序・装飾音符など
6. 音程
7. 音階（メジャースケール）
8. 調号について
9. コード①
10. コード②
11. コード③テンションコード
12. コードのおさらいとコードネーム記入
13. おいしいコード進行、J-POPヒット曲のコード進行
14. おさらいとJ-POPアーティストの流れ
15. テスト

成績評価方法 100点満点として、参加意欲40点、記述試験40点、平常点20点で評価を行う。
使用教科書等
備 考

科 目 名 就職講座Ⅲ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★実際の就職活動に備え実践力を身につけます。

授 業 概 要
・

特 徴
就職活動を目前に控え、より実践的な力が求められている時期です。「就職講座Ⅰ・Ⅱ」で培ってきた力を
活かし、積極的に就職活動に取り組むことを目的としています。焦りや不安の生じる時期ですが、自分のペー
スで活動していきましょう。研修や就職に向けて心構えをする機会でもあります。社会人として即戦力とな
れる基礎の力を身に付けて下さい。また、学内企業説明会を通じて企業と接点を持つことで、採用に繋げて
もらいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス／報告書類について
2. 昨年度の就職状況について
3. 企業訪問・企業説明会について
4. ＤＭによる活動の仕方
5. 業界が求める人材
6. 面接試験対策①
7. 面接試験対策②
8. 面接試験対策③
9. 社会人としての心得①
10. 社会人としての心得②
11. 学内企業説明会①
12. 学内企業説明会②
13. 学内企業説明会③
14. 学内企業説明会④
15. まとめ／就活調査アンケート

成績評価方法 100点満点として授業内レポート20点、授業への参加意欲等の平常点80点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考



科 目 名 ビジネス著作権
担 当 教 員 山宮　正好：（株）ヒップランドミュージックコーポレーションに所属し、音楽著作物の管理・制作・企画・宣伝に従事する実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★映像制作や音楽における著作権利の知識を身につける
 ★インターネットやSNS利用時の著作権を理解する
 ★ビジネス著作権検定に合格できるようにする

授 業 概 要
・

特 徴
スマートフォンやSNSの普及と共に映像作品（著作権）の利用と流通が盛んになりました。
本講座では作品を楽しむ立場と制作する立場の双方で著作権の解説を進めていきます。
また具体的な事例を多く紹介し専門知識レベルでの著作権の理解を深めます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 知的所有権全般と肖像権
3. 著作権制度の歴史と全体像
4. 著作物とは
5. 著作権と著作隣接権
6. 著作者の権利
7. 著作隣接権の権利
8. デジタル時代の権利と国際的保護
9. 著作物の自由利用（権利制限）
10. 保護期間と著作物の登録等
11. 権利侵害と著作物の利用方法
12. 音楽産業と著作権
13. 映像作品と著作権
14. 著作権ビジネス（まとめと事例）
15. まとめ

成績評価方法 筆記試験（選択問題）100点満点＝4点×25問で評価します。
使用教科書等
備 考

科 目 名 フォローアップゼミ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 ２年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★各自の希望に合致する就職先の実現を目指します。

授 業 概 要
・

特 徴
就職講座で培ってきた書類作成や面接のスキルを、実際の就職活動に生かしていきます。最新の求人情報を
告知し個別面談も実施していきますので、各自の希望に合致する就職先の実現を目指せます。履歴書の見直
しや面接練習をくり返し、積極的に企業へアプローチする力を身につけて下さい。引き続き、学内企業説明
会も随時、行っていきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 求人紹介
3. 履歴書見直し
4. 学内企業説明会
5. 個別相談　他

成績評価方法 100点満点として授業内レポート20点、授業への参加意欲等の平常点80点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考



科 目 名 ポップカルチャー
担 当 教 員 和田　理沙

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★まだ触れたことのないカルチャーに触れ、視野を広げる。
 ★プレゼンテーションする能力を養う。

授 業 概 要
・

特 徴
趣味は？推しメンは？そのように聞かれたとき、あなたはその魅力を上手く伝えることができますか。この
授業は自分が好きなものが社会とどのように結びついているか、オタク的な視点で社会を考えてみようとい
う授業です。最新のトピックから、ホビー、カルチャー、ムーブメントを消費する受容者の視点から研究し、
今後のエンターテインメント業界で働くうえで広い視野を持てるようになることを目的とします。毎回、少
人数のディスカッションを行い、そこから得たこと、感じたことを提出する小レポートが採点の基準となり
ます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. オタクとは～ギークとナードって～
3. 消費者の多様化とは～配慮という言葉はどこを目指すのか～
4. 痛バック、イッピ袋、ラル土産、ソンムルから見る消費心理
5. 同人誌、FA、ゲーム実況、コミケから見る消費心理
6. SSR（エスエスレア）は手に取れないけれど～スマホアプリ～
7. 最前もドセンも天井も宇宙の広さに比べたら～ライブ～
8. 聖地巡礼と漫画飯と舞台化～アニメーションビジネス～
9. 推しメンから考える消費行動を探ろう①
10. 推しメンから考える消費行動を探ろう②
11. 表現方法について①
12. 表現方法について②
13. プレゼンテーション①
14. プレゼンテーション②
15. プレゼンテーション③

成績評価方法 100点満点として、作品提出70点／参加意欲 30点
使用教科書等
備 考



科 目 名 アニメ音響実習Ⅱ
担 当 教 員 和田　理沙

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択必修 授業形態 実習 取得時間数 210

授業到達目標  ★アニメ音響実習Ⅰの経験を生かし、実際のアニメーションにセリフ・音楽・効果音をつける。
 ★目を閉じても映像が見えてくる作品を目指す。

授 業 概 要
・

特 徴
音楽・効果音だけではなく、セリフも自ら収録する。
1年次に学んだスタジオワークを発展させ、より細かい演出を行ってみましょう。
実習を通して、スタッフ、出演者感のコミュニケーションの大切を学ぶ。
より、映像を引き立たせるアニメ音響をプランニングし作品を完成させる。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス・完成版鑑賞・班分け
2. 計画を立てる・打合せ・Dialog収録
3. Dialog収録
4. Dialog収録
5. Dialog収録
6. 効果音探し・Dialog収録
7. 効果音探し
8. 効果音探し
9. 効果音探し・効果音収録
10. 効果音探し・効果音収録
11. 効果音探し・効果音収録
12. 効果音探し・効果音収録
13. ミックス作業
14. 完パケ前の調整作業
15. 最終調整・作品提出

成績評価方法 100点満点として、作品提出70点／参加意欲30点
使用教科書等
備 考

科 目 名 エンターテインメント研究
担 当 教 員 和田　理沙

授 業 形 態 2年次（通年） 必／選 選択必修 授業形態 実習 取得時間数 210

授業到達目標  ★より深くエンターテインメントを知る
 ★調査の仕方を学ぶ
 ★論理づけた文章展開ができるようになる

授 業 概 要
・

特 徴
自身が好きなエンターテインメントや、さまざまな世界のことをより深く知り、論述文または脚本を書き上
げる授業です。最終的に論文または脚本、作品を完成させ修了とします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 考察、研究対象となるものを探す
3. テーマ決め①
4. テーマ決め②
5. 構成①
6. 構成②
7. 文献や調査方法について
8. 文献を読み取る①
9. 文献を読み取る②
10. 調査①
11. 調査②
12. 執筆①
13. 添削①
14. 執筆②
15. 添削②／提出

成績評価方法 論文または脚本、作品提出をもって評価委致します。
使用教科書等
備 考



科 目 名 ラジオ制作Ⅲ
担 当 教 員 株式会社　サウンドネクスト…TOKYOFM他にて、ラジオ番組の構成・演出やラジオ番組制作・ラジオCM制作を担当している実務経験のある教員。

島津 正二

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択必修 授業形態 実習 取得時間数 210

授業到達目標  ★音声コンテンツ制作に必要な知識、スキルを身につける。番組はもちろんのこと、CM、ジングル、取材
など広く担当できる作り手を目指す。PCでの作業だけでなく、音声収録、フェーダー操作など、基本的
なスタジオワークも修得する。

授 業 概 要
・

特 徴
声と音楽、さまざまな音でひとつの世界をつくり、メッセージを伝えるラジオの魅力を考えながら、自ら企
画を立て、10分間から1時間の番組を制作します。ディレクターやミキサー、構成作家、パーソナリティな
どの役割分担や、屋外取材などさまざまな経験を通して、番組制作の面白さ、実際の現場のノウハウや考え
方を学びます。また新しい音声メディアの特性も考えます。クラスの人数に応じた実習プログラムに変更す
る場合もあります。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス～第1回企画書オリエンテーション（10分番組を予定）
2. 第1回企画会議（制作番組を決定）
3. 第1回番組スタジオ制作
4. 第1回番組視聴、講評、第2回オリエンテーション（取材番組を予定）
5. 第2回企画会議
6. CM、ジングル制作実習①
7. CM、ジングル制作実習②
8. CM、ジングル視聴、修正、完成
9. 第2回番組スタジオ制作
10. 第2回番組視聴、講評、第3回オリエンテーション（ワイド番組を予定）
11. 3回企画会議
12. 講師によるスタジオデモ（AD体験）
13. 第3回番組制作①（スタジオランスルー）
14. 第3回番組制作②（スタジオ本番）
15. 第3回番組視聴、講評

成績評価方法 スタジオ作業はチームワークです。出席を重視します。平常点50％、理解度・修得度50％程度を予定。第3回番組制作のスタジオワーク実技を試験といたします。
使用教科書等
備 考

科 目 名 番組制作演習
担 当 教 員 稲生　力

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択必修 授業形態 実習 取得時間数 210

授業到達目標  ★番組制作の流れを理解する。
 ★番組制作における音声全般（スタジオ音声技術、中継音声技術、ENG音声技術、ポストプロダクション）
の技術を修得する。
 ★番組制作における音声スタッフの役割りを理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
1年時に学んだ授業を基礎に、放送芸術科、放送技術科、照明クリエイティブ科、テレビ美術科と合同で歌
番組、情報番組等の番組制作を行う実習です。スタジオ班、中継班、ENG班に分かれローテーションで、収
音からMA、放送までの音声にまつわる全ての作業を行っていきます。
番組制作は、制作・演出・映像・照明・音声・美術との連携で成しえるものです。番組制作のための音声技
術の修得は無論のこと、チームワークの楽しさと難しさを体感してください。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. スタジオ機材について
3. 中継機材について
4. ENG機材について
5. ナレーション収録について
6. MAについて
7. 全体スタッフ顔合わせ・企画発表①
8. 技術打ち合わせ①
9. 本番①
10. 企画発表②
11. 技術打ち合わせ②/MA①
12. 本番②
13. 企画発表③
14. 技術打ち合わせ③/MA②
15. 本番③

成績評価方法 100点満点として、出席状況や授業への参加意欲等の平常点60点、レポート提出40点で評価を行う。
使用教科書等 無し
備 考



科 目 名 アビッド編集
担 当 教 員 星野　晃：（株）ビデオスタッフを経て、映画・テレビドラマの映像編集を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★ノンリニア編集システムである｢Avid｣の基本操作と編集の考え方を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
業界標準の編集ソフト｢Avid｣を使用して基本操作から総合課題として自主作品を編集することにより、オペ
レーションと編集テクニックを習得します。PCを使用したノンリニア編集ではカットの追加・削除・並べ
替えが容易に出来るところや、色を変えたり速度の変更などエフェクトが簡単にオペレーション出来ること
がメリットと言われています。将来ポストプロダクションを目指す人はもちろん、それ以外の人でも編集を
理解することでスキルアップが見込める授業内容です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 基本操作（カット編集）
3. 基本操作（削除・移動・割り込み）
4. 音楽データの取り込み・トラック選択
5. エフェクトの操作
6. テロップの作成方法とデザイン
7. テロップ入れ
8. ドラマ編集（トリムモード）
9. 写真データの取り込み（キーフレーム操作）
10. 動画データの取り込み
11. 課題編集
12. 課題編集
13. データの書き出し（DVD作成）
14. おさらい
15. 実技試験

成績評価方法 100点満点として、実技試験40点・技術の習得度30点・授業への参加意欲等の平常点30点で評価を行う。
使用教科書等
備 考 実技試験で一定の基準を満たせば｢学内資格｣を認定

科 目 名 伊福部ゼミ
担 当 教 員 伊福部　崇：ラジオ番組のパーソナリティ・脚本、ゲームシナリオ、作詞等、ラジオ業界を中心に活動している実務経験のある教員。

北迫　大輔：フリーランスとしてラジオ番組のディレクションを担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ラジオ制作のノウハウの習得
 ★ラジオ台本の書き方、編集方法、企画の立て方を学び習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
ラジオの構成作家、ディレクターを目指す人のためのゼミです。実際の現場で仕事をする上での経験から、
構成作家、ディレクターに必要な基礎知識を身につけていただきます。更により実践的な内容として、プロ
のパーソナリティーを呼んでの制作実習を行い、現場で使える構成台本の書き方、キューの振り方、生放送
での対処法など具体的に教えていきます。また、より基礎的な部分として、作家、ディレクターに必要なセ
ンスの磨き方や、表現の提示の仕方を様々な方法で教えていきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容

成績評価方法 100点満点　実習70点　授業への参加意欲30点
使用教科書等
備 考

1. ～ 8．
9. ～ 14．

15．
16. ～ 21．
22. ～ 29．

30．

ラジオ制作基礎知識講座
ラジオ制作実習Ⅰ
特別実習
ラジオ制作応用講義
ラジオ制作実習Ⅱ
特別実習



科 目 名 MA実習
担 当 教 員 大澤　竜哉

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★MA作業の流れを理解する。
 ★MA作業の基本技術を習得する。
 ★映像に対する音声の演出方法について理解を深める。

授 業 概 要
・

特 徴
テレビ、映画、CMなどの映像コンテンツにはMAと呼ばれる音声の後処理作業が施されています。
収録現場で収音されないナレーションや効果音、音楽などを後から付け加え、さらには聞きやすくするため
の整音作業を行うことによって、その作品の完成度はよりブラッシュアップされるのです。
この講座では映像作品に、効果音や音楽を付け加えさらに整音作業を行うことでMA作業の基礎技術を修得
することを目的とした講座です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. MA作業の流れとシステムについて
3. 作業計画
4. 整音作業①
5. 整音作業②
6. 効果音選定①
7. 効果音選定②
8. 効果音の入れ込み①
9. 効果音の入れ込み②
10. 選曲①
11. 選曲②
12. 音楽の入れ込み①
13. 音楽の入れ込み②
14. ミキシングとトラックダウン
15. 作品視聴

成績評価方法 100点満点として、課題作品のできばえ40点・授業への参加意欲等の平常点60点で評価を行う。
使用教科書等 無し
備 考

科 目 名 制作ゼミ（アニメ音響制作・ラジオ番組制作）
担 当 教 員 島津　正二・和田　理沙

授 業 形 態 2年次（短期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★二年間学んだことを短期間での作品制作や実習に活かすスキルを身につける。

授 業 概 要
・

特 徴
「アニメ音響制作」オリジナルアニメ音響制作
「ラジオ番組制作」オリジナルラジオ番組制作

授 業 計 画
・

学 習 内 容
※実施時期は、２年次の夏期休暇期間です。
※詳細は決定次第、掲示にてお知らせします。
※この科目のみ、前期履修届の申請で履修決定となります。
後日の取消や変更はできませんので、注意してください。

成績評価方法 100点満点として、課題提出（ペーパーテスト）70点／参加意欲 30点
使用教科書等
備 考



科 目 名 PA基礎
担 当 教 員 稲生　力

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★基礎的なPAシステムの理解とセッティングの習得

授 業 概 要
・

特 徴

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. PAシステムの系統について
2. 機材の説明
3. 音声回線のセッティング実習
4. マイクセッティングの実習
5. 回線チェック～マイクアレンジの実習
6. サウンドチェックの実習
7. 楽曲のミキシング実習

成績評価方法 授業内容の理解度・習得意欲などの平常点
使用教科書等
備 考

科 目 名 ボイスドラマ制作
担 当 教 員 和田　理沙・島津　正二

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 120

授業到達目標  ★シナリオに基づき、適格な効果音制作と選曲を行い、音響演出を習得する。
 ★音の世界を自身で演出し作品化するスキルを身につける
 ★グループワークが円滑にできるようになる

授 業 概 要
・

特 徴
この授業では1年次の授業で書き上げたシナリオ等から作品を選び、実際に音声作品にする授業です。
映像のない音だけで聴いている人に作品の世界を構築させる難しさや楽しさを学びましょう。
グループで一つの作品を制作しますのでそれぞれの役割分担にしっかり取り組み、作品を完成させましょう。
授業は週２回行います。1週間のうちスタジオ収録日と音源編集日を交互に行い作品を仕上げていきましょ
う。
全授業を通して２作品仕上げることを目標とします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス（講義概要・班分け・成績評価の方法の説明）、第１作品シナリオ選定
2. 第1作品…本読み、配役決め、効果音・選曲プランニング
3. 第1作品…Dialog収録①
4. 第1作品…Dialog収録②
5. 第1作品…フォーリー録り①
6. 第1作品…フォーリー録り②
7. 第1作品…ミックス作業
8. 第2作品…本読み、配役決め、効果音・選曲プランニング
9. 第2作品…Dialog収録①
10. 第2作品…Dialog収録②
11. 第2作品…フォーリー録り①
12. 第2作品…フォーリー録り②
13. ミックス作業
14. 完パケ前の調整作業
15. 視聴会／まとめ

成績評価方法 100点満点として、作品提出 70点／レポート 20点／参加意欲 10点
使用教科書等
備 考

テレビ番組やラジオ番組で行われる公開番組では、放送以外にその現場にいるオーディエンス(観客）に対して音を伝える
「PA作業」が必要不可欠である。このPAをするための音声ミキシングは、放送するためのプログラムとは全く別なものが要
求され、それを行うために放送とPAの2種類のシステムを構築することが必要となる。また、大衆に「音」を届けるために
は、例えばスピーカーなども、スタジオより高出力なものが要求され、ミキシングを行う技術的なプロセスも全くの別のも
のである。この講座では基礎的なPAシステムを理解し、実際にPAシステムを組み上げて、簡単なミキシングができるスキル
を身に着ける講座である。



科 目 名 ミキシングテクニック
担 当 教 員 稲生　力

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ミキシングコンソールの役割りを理解する。
 ★基本的なエフェクター（空間系、ダイナミクス系等）を理解する。
 ★音声ミキシング行う際のポイントを理解する。
 ★楽曲のミキシングができるようにする。

授 業 概 要
・

特 徴
テレビ音声やラジオ音声など様々なコンテンツの音声ミキシングを行う際は、音声素材の各々の音量、定位、
距離感等、多くの要素が重要なものとなります。それらのバランスはフェーダーやパンポット等のミキサー
操作は無論のこと、周辺機器（プラグイン）であるエフェクターの使用も必要不可欠なものです。
この講座は、楽曲の音源を使用しながら、エフェクターの使用方法を中心にミキシング作業を行う際の留意
点を解説し、ミキシング作業の基礎技術を修得します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. ミキシングコンソールの復習
3. エフェクターの種類について
4. Pro Toolsのプラグインエフェクターについて
5. ディレイについて
6. リバーブについて
7. 空間系エフェクター全般について
8. イコライザーについて
9. コンプレッサーについて
10. ノイズゲートについて
11. アウトボードエフェクターのAUX接続
12. アウトボードエフェクターのインサート接続
13. ミキシングの実際
14. 作品提出
15. 記述試験

成績評価方法 100点満点として、課題作品のできばえ10点、記述試験30点、授業への参加意欲等の平常点60点で評価を行う。
使用教科書等 無し
備 考
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